平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：農業振興費
	事業名: 新県産食材おもてなし応援事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　農政部　農産物流通課　輸出戦略・広域流通担当　電話番号：058-272-1111（内2825）

　　　　　　　　　　　E-mail： c11411@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：5,000千円（前年度予算額：0千円）
	事業内容


	１　事業の内容


（１）県産農産物等食材リストの作成
　　　○ぎふ清流国体を契機に、県内のホテル、旅館等の料理人、弁当製造業者等、食材
を扱う事業者等に対して県産農産物、加工品を紹介し活用を進める。
（２）国体応援ミナモ弁当の販売支援
○ぎふ清流国体に参加する選手団や関係者に対して、岐阜県が誇る県産農産物、加
工品でもてなすとともに、その食材の魅力等をＰＲするために、県産農産物を使
用した地産地消弁当を製造・販売する。
○国体応援ミナモ弁当を県民に対して販売することにより、県民の気運を高め、も
てなしの雰囲気づくりを応援する。 

①農業婦人クラブ等女性起業者に対する支援

　　　　・取組に賛同する婦人クラブ等を選定し、国体応援ミナモ弁当の製造の働きか

けを行う。

　・国体応援ミナモ弁当であることをＰＲするため、パッケージにミナモ、清流

国体のロゴを明記するためのシールを配布　
・県で作成した国対応援ミナモ弁当のＰＲ資材（のぼり等）の貸し出し
　　　②コンビニ等に対する支援

　　　　・包括協定締結のコンビニ等に対して、弁当製造の働きかけを行う。

　　　　・県で作成した国体応援ミナモ弁当のＰＲ資材（のぼり等）の貸し出し
（３）民泊者への地元特産農産物のＰＲ
○「国体の成功は民泊から」と言われるくらい、民泊ではまごころのこもったおもて
なしができる。この機会に、地元の特産品かつ新ブランド品目である「柿（早秋）」を宿泊者である監督、選手に提供し、ＰＲを図るとともに、売り込みを促進する。

①民泊受入家庭に対して、柿（早秋）、いび茶（ペットボトル）の差入れを実施

②監督、選手に対して富有柿のチラシ等の配布によるＰＲの実施
（４）レセプションにおける新ブランド品目、飛騨牛のＰＲ
○県内外のＶＩＰが参加するレセプション会場は、県産ブランド品目をＰＲするのに絶好の機会である。このため、会場内でこれらの品目を使った料理を参加者に提供しておもてなしをするとともに、積極的なＰＲを行う。
	２　所要経費　　


（１）国体応援ミナモ弁当の販売支援
　　　・パッケージ貼付用シール作成費　　　　　　　　　　　　　　1,600千円

　　　・のぼり、ポップ作成費　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,450千円

（２）地域ブランド品目等ＰＲ費　　　　　　　　　　　　　　　　　　950千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

２ 儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる

・県産農畜産物を国内外に売り出す

	２　これまでの取組状況


○県産農産物の地元販売の推進
○食品関連事業者と連携した取り組みの推進
　○学校給食等における地元食材の利用拡大の推進
　
	３　これまでの取組に対する評価


○食品関連事業者と連携した取り組みの推進
　　　　外(中)食や加工業者では、地元の安全な農産物を利用したい意向が強まっている
が、県産農産物に関する情報や知識に乏しく、地元農産物を安定的に利用する上で
は生産者との連携が不可欠。
○学校給食等における地元食材の利用拡大の推進
　　　学校給食における県産野菜・果実の利用率は、徐々に伸びてきているものの、未
だ２割程度であり、今後一層の利用拡大が必要である。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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